
 

 

 
 
 
 

デジタルペンの特長を活かし、「複数取引が記入できる」という入金取次帳の利点や、
顧客が慣れ親しんだ紙の運用を変えることなく、業務の厳格化につながる管理システ
ムを開発しました。

課題

同庫では、記入内容を信金側で把握できない、追記の管理ができない、預かり物の返
却管理ができない、といった管理上の課題を抱えていた。
 
概要

デジタルペンで入金取次帳に記入すると、記入時間や取次内容が瞬時にデータ化さ
れ、信用金庫の本部に送信される。そのため、顧客からの預かり物の返却管理や、印
紙の適正な納付管理など、業務の厳格化が図れる。
 
●巣鴨信用金庫「入金取次帳管理システム」の概要 

 

■従来の紙での運用を変えないため、営業担当者の負担が少なく、顧客も受け入
れやすい

■記入時間や取次内容を瞬時にデータ化し、本部に送信

■証跡やペンの時刻情報を用いることで、記入内容や記入プロセスの厳格な管理
を実現
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